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研究成果の概要（和文）：本研究では、パイ－スタッキングを駆動力とした自己組織化により、水中で、種々の
多環芳香族分子に囲まれたナノ空間を有する、蛍光性の「芳香環ナノカプセル」を構築することに成功した。ま
た、その空間が持つ幅広い分子内包能を活用することで、様々な難溶性分子（フラーレンやカーボンナノチュー
ブ、フタロシアニンなど）の内包による水溶化を達成した。さらに、蛍光性分子（DCMやナイルレッドなど）の
内包により特異な光物性を開拓すると共に、強発光性の固体材料の作製に成功した。

研究成果の概要（英文）：The development of new fluorescent molecules and molecular assemblies is of 
importance for the preparation of unique photofunctional materials. In this work, we succeeded in 
the quantitative formation of new polyaromatic nanocapsules with fluorescent properties in water 
from V-shaped amphiphilic compounds with various polyaromatic rings. The nanocapsule could 
encapsulate a wide range of water-insoluble molecules (e.g., fullerenes, carbon nanotubes, and 
phthalocyanines) in the hydrophobic cavity to give aqueous host-guest nanocomposites in water. In 
addition, host-guest nanocomposites containing fluorescent dyes (e.g., DCM and Nile red) display 
unique photofunctional properties in solution and in the solid state. 

研究分野： 超分子化学

キーワード： ナノカプセル　蛍光性　ナノ空間
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4-6.水中での高効率な酸化触媒反応	 

	 本研究で開発した水溶性の芳香環ナノカ

プセルの内部空間に金属錯体触媒を内包さ

せることで、水中で高効率な触媒反応を達成

した。実際に、芳香環ナノカプセルの成分と

酸化触媒であるポルフィリンマンガン錯体

を固体状態で数分間、磨り潰した後、水を加

えるだけで、1 分子のポルフィリンマンガン

錯体を内包したナノカプセルの水溶液を得

た。この溶液に、スチレン誘導体と酸化剤を

加え室温で撹拌することで、対応するエポキ

シドを高収率および高触媒回転数で得た。そ

の反応機構を分光学的解析により明らかに

した。水中、室温で機能する新規な超分子触

媒を開発した。	 
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